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教育論者としてのアドルノの肖像
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カウアー（Siegfried Kracauer）と定期的にカント












として振り返られる［GS 4 : 219 f.］。ところで、ギムナ
ジウム時代の1919年、『フランクフルト生徒新聞
（Frankfurter Schüler‒Zeitung）』第一号に「教師と生徒
の関係の心理学（Zur Psychologie des Verhältnisses














の の 超 越（Die Transzendenz des Dinglichen und





















































哀悼劇の根源（Ursprung des deutschen Trauerspiels）』




































































Zeitung）』に「楽 師 音 楽 へ の 批 判（Kritik des
Musikanten）」を掲載した。またクシェネクの講演「音
楽教育に作曲家は何が期待できるか（Was erwartet der
Komponist von der Musikerziehung?）」（1936年、『23』
26/27号に掲載）に対して、アドルノは「音楽教育的音
楽――エルンスト・クシェネクへの書簡（Musik-
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ルクハイマーの代理を務めることもあった。『社会研究
誌』とその後継の『哲学・社会科学研究（Studies in


















































































































行い［MHA IX 172. 18］、また1949年に社会学による啓
蒙についてメモを残してもいる［MHA IX 172. 1h］。こ
の「再教育」についてはホルクハイマーが主導したもの
で は あ る が［Demirović 1999 : 101 ff.=2010 (vol. 3) :
62-68］、1949年にアドルノが著した「民主的リーダー


















































査研究の代表者を自負し［Demirović 1999 : 750=2011
(vol. 4): 112］、ドイツの民主化に経験的な調査研究が役









































会議などの支援を受けた［Vgl. Demirović 1999 : 198 ff.







［GS 20-2, 685 ff. Vgl. AHB IV, 890 ff.］、後にはエーラー
（Christoph Oehler）との連名で「大学教育への学生の
期待に従属する職業的教育目標（Die Abhängigkeit des
Ausbildungszieles von den Studienerwartungen der
Studenten）」（1957年）を発表した［GS 20-2, 689 ff.］。
またアメリカの資金で設立されたダルムシュタット社























見込みが立たず［a. a. O., 156］、実現には至らなかった。
また同じく実現しなかったが、この時期には社会研究所
内にユネスコの支部が置かれる可能性も検討されていた

































Erkenntnistheorie. Studien über Husserl und die
phänomenologischen Antinomien）』(1956年）と『ヘーゲ
ル哲学の諸局面（Aspekte der Hegelischen Philosophie）』
（1957年）、音楽論としては『不協和音――管理された世
























musik）への批判的な発言を行った［GS 14, 10 f.］。それ
をアドルノが要約的に著しこの研究所に提示した「音楽


























1999 : 479 ff.=2011(vol. 1) : 269-298］。この「フランクフ























（Student und Politik）」が行われた［Vgl. Demirović


















ノは詳細に目を通した［Vgl. Demirović 1999 : 252 ff.




















教授・教育アカデミー（Die Akademie für Unterricht
und Erziehung Calw）に招待され、教育社会学的な議









る民衆教育（Volksbildung über Probleme der Freizeit）」
という研究プロジェクトをハーバーマスが提案し、アド















































































だった［Paffrath 1992 : 107 ff.]22)。
他方で、アドルノの社会哲学は、社会学の社会的意義
をめぐる議論をドイツ社会学会において活性化させた


























難になっていったが［Vgl. Demirović 1999 : 435 f.=2009






































業学校にまで対象が拡大された［Demirović 1999 : 789 f.








治と社会（Politik und Gesellschaft im Unterricht）』が
フランクフルト社会学叢書の第21巻として出版された
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［Koinzer 2011 : 43 ff.］。所長はミンセンが務め、ヘッセ
ン州やフランクフルト市だけでなくドイツ外務省やフォ
ルクスワーゲン財団、そしてフォード財団などからも支




































































闘いによせて（Zur Bekämpfung des Antisemitismus
heute）」を講演し［GS 20-2, 360 ff.］、これも「現在の
教育問題」の一環で放送された。その後もアドルノは
「実践教育学における偏見の超克（Die Überwindung
des Vorurteils in der praktischen Pädagogik）」(1963年
放送）、「社会理解としての政治教育（Politische Bildung
als Verständnis der Gesellschaft）」（1963年放送)28)、「ア
ウ シ ュ ヴ ィ ッ ツ 以 後 の 教 育（Erziehung nach












Gesellschaft zwischen Bildung und Halbbildung）」（1961
年放送、アドルノとベッカーの対談）や「無教養のイデ
オロギーによせて（Zur Ideologie der Unbildung）」（1966
年放送、アドルノとベッカーの対談）がある［Paffrath
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「哲学と教師（Philosophie und Lehrer）」（1961年放送）
［GS 10-2, 474 ff.］、教師の権威主義とコンプレックスを
テーマにした「教職を支配するタブー（Tabus über


























ト ナ ー と な り［Müller‒Doohm 2003 : 572 ff.=2007 :
477-480］、「社会学は人間の科学か（Ist die Soziologie










ドルノは［Müller‒Doohm 2003 : 655=2007 : 548］、1963
年のヘルダーリン学会で当時支配的だったハイデガーの
ヘルダーリン解釈を批判し［GS 11, 447 ff.］、翌年の『本
来性という隠語――ドイツ的イデオロギーについて


















ていたと弁明した［GS 19, 637 ff. Vgl. Müller‒Doohm






Heißenbüttel）の 批 判 を 受 け、反 論 に 努 め た











Kraushaar 1998］。60年代の中盤から SDS はドイツの議






























































音楽観相学（Mahler. Eine musikalische Physiognomik）』
（1960年）、『幻想曲風に（Quasi una fantasia）』（1963年）、
『忠実なコレペティートル――音楽実践の教材集（Der
getreue Korrepetitor. Lehrschriften zur musikalischen
Praxis）』（1963 年）、『楽 興 の 時 ―― 音 楽 小 論 集
（Moments musicaux, Neu gedruckte Aufsätze 1928-
1962）』（1964 年）、『即 興 曲 ―― 第 二 音 楽 小 論 集
（Impromptus. Zweite Folge neu gedruckter
musikalischer Aufsätze）』（1968年)30)、『ベルク――極
微なる移行の巨匠（Berg. Der Meister des kleinsten
Übergangs）』（1968年）を出版した。また体系的な音楽
社会学の著作『音楽社会学序説――十二の理論的講義


































































































主に参照し、適宜 Claussen 2005, Jäger 2005などを併用
した。
2）フランクフルト学派の活動の歴史については、ここでは















会科学研究（Studies in Philosophy and Social Science）』
誌となり、使用言語も英語となった。
5）若い頃のアドルノはユダヤ的なものへの共感を持ってい








化（Über den Fetischcharakter in der Musik und die
Regression des Hörens）」（1938年）、「ヴァーグナー断
想（Fragmente überWagner）」（1939年）、「キルケゴー
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（Hanns Eisler）と進められるが、1947年の『映画音楽






載されたプロジェクト名は “Research Project on
Antisemitism”と表記されているのに対し［ZfS IX 1, 124
ff.］、1943年から着手されたこのプロジェクトは、







（Dynamics of Prejudice. A Psychological and
Sociological Study of Veterans）』（1950年）、第三巻：
アッカーマン（Nathan W. Ackerman）、ヤホダ（Marie
Jahoda）『反ユダヤ主義と情緒障害――精神分析的解釈
（Anti‒Semitism and Emotional Disorder. A
Psychoanalytic Interpretation）』（1950年）、第四巻マッ
シング『破滅のリハーサル――ドイツ帝国における政治
的反ユダヤ主義の研究（Rehearsal for Destruction. A
Study of Political Anti‒Semitism in Imperial Germany）』
（1949年）、第五巻：レーヴェンタール、グーターマン
（Norbert Guterman）『欺瞞の預言者――アメリカのア
ジテーターの技術の研究（Prophets of Deceit. A Study














（Forschungsprojekte und Memoranden zur Um-
gestaltung Nachkriegsdeutschlands, besonders zur
Umerziehung）」として扱われており、その期間は1942
年から1949年までとなっている［MHA IX 172］。
14）Vgl. Memorandum on the Elimination of German
Chauvinism. MHA IX 172. 27. 戦後ドイツの民主化のた
めの再教育という構想は「戦後ドイツの刷新と文化の機
能（Deutschlands Erneuerung nach dem Krieg und die
Funktion der Kultur）」（1943年ごろ）にもうかがえる





ム（Programm einer intereuropäischen Akademie）」





（Aberglaube aus zweiter Hand）」（英語版は1957年、註
などを省略したドイツ語版は1962年）、「地上に墜ちた星
（The stars down to earth）」（1958年）がある。
16）その一端はドイツへの帰還の最初期に行われた1948年6
月8日のフランクフルト大学における講演「大学の理念
（Die Idee der Universität）」（後 に「哲 学 と 研 究
（Philosophie und Studium）」に改題）にうかがうことが





1999 : 326 ff.=2009(vol. 1) : 108-121］。その一環として研
究所内では、大学や学部の垣根を越えた横断的研究、そ
して大学にとどまらないドイツの教育制度に対する研究
が議論され［Vgl. Demirović 1999 : 372 ff.=2009(vol. 1) :
156-165］、政策的提言も行われた［Vgl. Demirović 1999 :
371 f.=2009(vol. 1) : 155］。
17）ホルクハイマーの1952年夏学期入学許可式演説「学術的
研究（Akademisches Studium）」と1952-53年冬学期入
学許可式演説「Bildung の概念（Begriff der Bildung）」
が、アドルノが草案を作成したものである。ただしいず
れもホルクハイマーによる修正が大幅に入っている
















［Demirović 1999 : 789=2011(vol. 4) : 150］。
22）後にアドルノは1965年11月の学会大会の同部会で「芸術
社会学へのテーゼ（Thesen zur Kunstsoziologie）」とい



























28）Vgl. Paffrath 1992 : 100 ff. ただしこのタイトルはアドル
ノ自身がつけたものではなく、アドルノはこの講演を
「政治教育の概念（Begriff der politischen Bildung）」と






いる［Albrecht 1999a : 230］。
30）『即興曲』には1932年の「楽師音楽への批判（Kritik des
Musikanten）」（『フランクフルト新聞（Frankfurter
Zeitung）』掲載）も収録されている［GS 17, 222 ff.］。
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